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印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

（左から長谷川八潮さん‘平野知子さん・守田かなえさん・山本順子さん） 

町 の 人 口 

人 口 9.432 人 （減10) 

男 4,512 人 （減7) 

女 

世帯数 

4,920 人 （減3) 

2,985世帯（減2) 

出生 14人 転入 40人 

死亡 6人 転出 58人 

(54年5 月末日現在） 
 ノ 

( ）内は前月との増減 

（左から酒井めぐみさん・渡部綾子さん） 

寿藤流（裂者）発表会開かる 一同和対策中央研修所― 
初夏の6月3 日（日）午後1時から藤間智寿（こと寿藤智寿）主催、寿藤社中双葉民踊会後援により「寿藤流創立第1回発表会」 

が町同和対策中央研修所において約600 人が会場をうずめ、盛大に開催されました。皆さんもすでにご存知のとおり寿藤先 

生は日本舞踊会の名匠、初代藤間勘右工門（尾上松緑）の愛弟子として芸道歴50数年に亘るひたむきな精進により今日の 

寿藤流創立発表会に至ったわけです。公演は午後1時から約3時間余にわたリ行われ、小 

さな子供さんから名取りの先生方の演舞に会場の皆さんより多くの拍手がおくられ、また 

進行役の大ちゃんの名司会も演技を一段と盛り上げていました。今後は田川郡市の文化の 

向上と古典芸術の温存と新舞踊の開拓発展のため期待されておリます。 

. . . . . . . 
田鶴毛香世藤亀 

中留利月良井井 
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赤
池
町
体
協
（
鷲
）
開
か
る
 

II
ー
会
則
改
正
・
役
員
改
選
な
ど
ー
ー
 

赤
池
町
体
協
（
池
田
利
文
会
長
）
は
 

六
月
十
六
日
（
土
）
午
後
七
時
三
十
分
か
 

ら
町
民
会
館
研
修
室
に
お
い
て
、
第
七
 

回
体
育
振
興
協
会
評
議
員
会
が
開
か
れ
 

ま
し
た
。
 

本
年
度
は
役
員
の
改
選
を
含
め
、
数
 

多
く
の
議
題
が
も
り
込
ま
れ
、
地
域
評
 

議
員
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
評
議
員
が
 

多
数
参
加
し
、
会
が
行
わ
れ
、
新
役
員
 

は
従
来
ど
う
り
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

《
役
員
の
紹
色
 

●
会
長
池
田
利
文
 

●
烈
要
小
松
利
道
 

●
骨
鷲
華
工
藤
勲
 

●
烈
長
秦
 
住
雄
 

●
製
長
太
田
定
子
 

●
会
計
井
原
昌
信
 

【
赤
池
町
体
育
協
会
総
会
祝
辞
】
ー
町
長
・
議
長
ー
 

本
日
、
体
協
総
会
が
盛
大
に
開
か
れ
 

た
事
か
』
衷
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
 

す。 永
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
本
町
の
体
 

協
が
愈
々
、
内
容
の
充
実
、
規
模
の
拡
 

大
を
は
か
り
町
民
の
体
力
作
り
と
ス
ポ
 

ー
ツ
を
通
し
て
の
人
間
形
成
に
非
常
に
 

貢
献
し
て
い
る
事
を
感
謝
申
し
上
げ
る
 

次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

町
の
施
設
も
住
民
の
要
望
に
応
え
、
 

陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
大
小
の
プ
ー
 

ル
の
施
行
に
全
力
を
挙
げ
、
近
い
将
来
 

総
合
体
育
館
も
企
画
し
て
い
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

定
着
し
た
上
野
峡
マ
ラ
ソ
ン
、
野
球
、
 

バ
レ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
柔
剣
道
、
 

町
民
体
育
祭
等
あ
ら
ゆ
る
運
動
に
体
協
 

の
活
躍
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
 

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
花
、
 
一
斉
に
咲
く
観
 

が
あ
り
ま
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
 

人
と
人
と
の
交
通
を
深
め
、
団
結
と
和
 

を
は
か
り
、
輝
か
し
い
町
づ
く
り
の
基
 

盤
と
成
り
つ
つ
あ
る
事
を
心
よ
り
厚
く
 

お
礼
申
し
上
げ
て
今
後
の
体
協
の
一
層
 

の
活
躍
と
ご
発
展
を
心
よ
り
念
願
致
し
 

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。
 

赤
池
町
長
 
池
永
輝
昭
 

本
日
、
赤
池
町
体
育
協
議
会
総
会
が
 

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ご
案
内
に
接
 

し
一
言
お
祝
い
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

本
体
協
は
、
本
年
を
も
っ
て
創
立
七
 

周
年
を
迎
え
ら
れ
、
本
町
民
の
ス
ポ
ー
 

ッ
意
識
の
向
上
と
、
本
体
協
の
強
化
、
 

拡
大
に
ま
い
進
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
発
 

展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は
、
私
達
 

町
民
に
と
り
ま
し
て
も
誠
に
ご
同
慶
に
 

た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

体
協
の
皆
様
は
じ
め
、
本
町
関
係
者
 

の
ご
努
力
に
よ
り
立
派
な
体
育
施
設
の
 

建
設
、
又
各
ス
ポ
ー
ッ
種
目
の
充
実
が
 

な
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

お
か
げ
で
、
本
町
民
の
ス
ポ
ー
ッ
活
 

動
も
幸
い
こ
こ
数
年
来
、
広
く
町
内
に
 

浸
透
し
て
ま
い
り
町
民
の
生
活
意
識
の
 

変
化
、
経
済
力
の
向
上
も
手
伝
っ
て
健
 

全
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
理
解
と
 

関
心
は
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
も
の
と
 

お
見
受
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
共
、
明
る
い
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
 

活
動
を
通
じ
て
本
町
の
発
展
と
体
協
の
 

ご
活
躍
を
願
っ
て
や
ま
な
い
と
こ
ろ
で
 

あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
本
日
は
か
く
も
盛
大
に
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
 

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
お
祝
い
の
言
葉
 

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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長
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池 田 利 文 会長 

体
協
が
昭
和
四
十
八
年
五
月
十
三
日
 

の
結
成
総
会
で
、
今
日
へ
の
姿
の
改
編
 

、
を
し
新
発
足
し
て
満
六
年
を
経
過
し
、
 

こ
こ
に
第
七
回
総
会
を
開
く
こ
と
が
で
 

き
ま
し
た
こ
と
タ
ュ
首
さ
ん
と
共
に
心
よ
 

一
 

つ
 

.
 省

 
り
お
慶
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

そ
の
間
の
歩
み
に
つ
き
ま
し
て
は
年
 

次
毎
の
総
会
に
お
い
て
総
括
し
て
き
た
 

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
要
す
る
に
住
 

話
と
競
技
団
体
幹
部
及
び
体
育
指
導
員
 

の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
お
骨
折
り
と
深
 

く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

一
方
、
行
政
も
住
民
の
要
望
並
び
に
 

住
民
の
体
育
増
進
と
対
話
を
 

さ
ら
に
一
歩
前
進
 

民
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
に
寄
せ
る
関
心
と
 

意
欲
は
強
く
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
年
を
 

追
っ
て
量
質
共
に
向
上
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
も
一
重
に
他
区
の
熱
心
な
お
世
 

エ
栽
が
 

、
 
!
 

関
係
者
の
努
力
に
応
え
て
、
施
設
の
整
 

備
に
格
段
の
ご
配
慮
を
頂
き
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
住
民
 

さ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
が
生
活
化
の
域
に
達
 

す
る
よ
う
務
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
 

の
為
に
は
ま
だ
色
々
な
問
題
が
未
解
決
 

の
ま
ま
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
 

ら
の
諸
問
題
を
こ
の
第
七
回
総
会
に
当
 

り
、
こ
れ
か
ら
立
直
に
反
省
し
初
心
に
 

踏
ま
え
て
皆
さ
ん
の
討
議
の
中
か
ら
体
 

協
の
進
む
方
向
と
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
 

て
、
ど
う
ぞ
十
分
な
論
議
と
議
事
の
ス
 

ム
ー
ズ
な
進
行
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
 

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
 

の
体
育
増
進
と
対
話
を
更
に
一
歩
前
進
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の
ポ
イ
ン
ト
 

冷蔵庫 

電
気
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
片
時
も
欠
か
せ
な
い
、
身
近
で
便
利
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
 

」
年
を
通
し
て
、
最
も
多
く
電
気
を
使
う
の
は
七
月
、
八
月
の
夏
場
で
す
。
な
か
で
も
最
大
の
ピ
ー
ク
は
、
暑
さ
 

の
た
め
の
ク
ー
ラ
ー
使
用
と
高
校
野
球
の
テ
レ
ビ
観
戦
が
重
な
る
八
月
の
午
後
二
時
ご
ろ
で
、
日
本
列
島
の
電
力
 

消
費
量
は
グ
ン
グ
ン
上
昇
し
、
電
力
は
ピ
ン
チ
に
追
い
込
ま
れ
る
の
で
す
。
 

こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
上
手
な
電
気
の
使
い
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

ク
ー
ラ
ー
と
冷
蔵
庫
の
上
手
な
取
り
扱
い
方
を
特
集
し
ま
し
た
。
 

取
り
付
け
場
所
 

日
陰
で
風
通
し
の
 

よ
い
と
こ
ろ
を
選
ぼ
う
 

ー
 ーフ ー
 ク

 

直
射
日
光
の
あ
た
ら
な
い
、
北
側
の
 

風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
が
最
適
で
す
。
 

や
む
を
得
ず
、
日
の
当
た
る
と
こ
ろ
に
 

取
り
付
け
る
場
合
は
、
日
除
け
屋
根
を
 

つ
く
リ
、
直
射
日
光
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
木
や
朝
顔
な
ど
を
植
え
て
直
射
 

日
光
を
さ
え
ぎ
る
の
も
、
日
除
け
の
ー
 

つ
の
方
法
で
す
。
 

手
入
れ
 

エ
ア
・
フ
ィ
ル
タ
ー
は
 

こ
ま
め
に
掃
除
を
 

エ
ア
・
フ
ィ
ル
タ
ー
に
ホ
コ
リ
や
ゴ
 

ミ
が
つ
く
と
、
空
気
の
流
通
が
悪
く
な
 

り
、
そ
れ
だ
け
余
計
に
電
気
を
使
う
結
 

果
に
な
り
ま
す
。
一
般
住
宅
の
場
合
、
 

一
日
に
八
時
間
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
る
と
 

し
て
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
を
せ
ず
に
 

ー
カ
月
使
う
と
、
風
の
量
は
約
一
〇
％
 

減
り
、
冷
房
効
果
は
そ
れ
だ
け
落
ち
ま
 

す
。
一
ー
二
週
間
に
一
度
は
掃
除
を
し
 

ま
し
ょ
、
つ
。
 

ドアの開閉 

回
数
を
少
な
＜
 

手
早
＜
 

冷蔵庫 

一
回
ド
ア
を
開
け
る
と
、
 

二
分
の
ー
ー
 

は
外
の
空
気
と
入
れ
か
わ
り
ま
す
。
部
 

屋
の
温
度
が
摂
氏
三
十
度
の
と
き
約
十
 

秒
間
ド
ア
を
開
い
た
ま
ま
に
し
て
お
く
 

と
、
庫
内
の
温
度
は
摂
氏
五
ー
六
度
上
 

が
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
モ
ー
タ
ー
が
 

回
り
、
電
気
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

つ
め
す
ぎ
な
い
よ
 

う
に
し
ま
し
ょ
う
 

庫
内
は
、
冷
気
の
流
れ
で
冷
え
ま
す
。
 

食
品
を
ス
キ
間
な
く
詰
め
込
む
と
、
冷
 

気
の
対
流
が
悪
く
な
り
、
そ
れ
だ
け
冷
 

却
効
率
が
落
ち
、
電
気
の
使
用
量
が
ふ
 

え
ま
す
。
 

ま
た
、
熱
い
も
の
は
十
分
さ
ま
し
て
 

か
ら
入
れ
な
い
と
、
庫
内
の
温
度
が
上
 

が
り
、
こ
れ
を
冷
や
す
た
め
に
余
計
な
 

電
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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“社会を明るくする運動，, 

が実施されます 

第29回 

【

ー

 

運動期間 「7月1日～31日」 ー
 

ロ
ガ
 

「

・

‘

 

法
務
省
主
唱
に
よ
る
第
二
十
九
回
「
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
地
域
 

活
動
の
推
進
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
 

止
を
重
点
目
標
に
7
月
1
日
か
ら
ー
カ
 

月
間
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
 

罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
 

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
 

、

ノ

 

、
ノ
 

×
」
 

、ノ 

ー
 

?

 

、
 

、

ノ

）
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勺
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
 

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
 

全
国
的
な
運
動
で
す
。
 

最
近
に
お
け
る
青
少
年
の
非
行
は
、
 

量
的
に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
ば
か
り
で
 

な
く
質
的
に
も
複
雑
多
様
と
な
り
、
特
 

に
中
流
以
上
の
家
庭
に
属
す
る
少
年
、
 

あ
る
い
は
低
年
齢
層
の
少
年
、
更
に
は
 

女
子
少
年
に
よ
る
非
行
の
増
加
が
目
立
 

ち
、
ま
た
、
そ
の
形
態
と
し
て
遊
興
的
、
 

享
楽
的
な
動
機
に
よ
る
万
引
、
自
転
車
、
 

オ
ー
ト
バ
イ
等
の
乗
り
物
の
盗
み
、
薬
 

物
乱
用
及
び
学
校
内
に
お
け
る
集
団
暴
 

力
等
の
非
行
が
多
発
す
る
な
ど
事
態
は
 

極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
と
い
 

え
ま
す
。
 

こ
う
し
た
状
況
は
、
最
近
の
遊
興
的
、
 

享
楽
的
な
社
会
風
潮
を
反
映
す
る
と
と
 

も
に
、
家
庭
の
教
育
的
機
能
の
低
下
、
 

あ
る
い
は
学
校
、
職
場
及
び
地
域
社
会
 

に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
等
に
基
 

づ
く
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
 

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
 

に
は
、
関
係
者
の
努
力
は
当
然
の
こ
と
 

で
あ
り
ま
す
が
、
青
少
年
を
取
り
ま
く
 

人
々
、
特
に
地
域
住
民
が
共
に
手
を
携
 

え
て
幅
広
い
地
域
活
動
を
展
開
し
て
い
 

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
今
回
の
運
 

動
は
そ
の
重
点
目
標
を
「
地
域
活
動
の
 

推
進
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
」
と
 

し
、
地
域
住
民
の
諸
活
動
を
一
層
強
力
 

に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
青
少
年
の
 

非
行
の
防
止
と
非
行
に
お
ち
い
っ
た
者
 

☆
 

和
名
 
文
月
（
ふ
み
づ
き
）
 

書
物
の
虫
ぽ
し
を
す
る
こ
と
か
ら
、
 

文
書
を
ひ
ろ
げ
月
文
月
と
な
ま
っ
た
も
 

の。 1
日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ン
タ
m
) 

国
民
安
全
の
日
・
全
国
安
 

全
週
間
始
ま
る
・
第
一
回
 

衆
議
院
議
員
選
挙
（
明
 33
 

) 

2
日
（
月
）
 

半
夏
生
 

7
日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
押
往
）
 

七
タ
 

8
日
（
日
）
 

小
暑
 

10 

日
（
火
）
 

13 11 
日
（
水
）
 

国
土
建
設
週
間
は
じ
ま
る
 

小
倉
紙
園
太
鼓
 

日
（
金
）
 

精
霊
会
・
靖
国
神
社
み
た
 

ま
祭
 

15 

日
（
日
）
 

孟
蘭
盆
 

17 16 

勤
労
青
少
年
の
日
 

日
（
月
）
 

ぽ
ん
送
り
火
・
や
ぶ
入
り
 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
．
ン
タ
m
) 

京
都
八
坂
神
社
砥
園
祭
 

20 

日
（
金
）
 

海
の
記
念
日
・
土
用
 

若
松
夏
ま
つ
り
（
 21
 

日まで） 

21 

日
（
土
）
 

土
用
の
丑
 

学
校
夏
休
み
（
小
・
皐
校
）
 

23 

日
（
月
）
 

大
暑
 

31 27 
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
醐
ン
タ
m
) 

日
（
火
）
多
賀
神
社
夏
越
祭
り
 

J
 

し
 

の
更
生
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
 

り
ま
す
。
福
岡
県
に
お
い
て
も
社
会
を
 

明
る
く
す
る
運
動
福
岡
県
実
施
委
員
会
 

（
委
員
長
、
福
岡
県
知
事
）
を
結
成
し
、
 

こ
の
運
動
の
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
 

る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
企
画
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
運
動
期
間
中
県
内
各
地
 

で
開
催
さ
れ
る
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
で
 

は
、
青
少
年
の
非
行
事
例
を
と
り
あ
げ
、
 

一
般
地
域
住
民
参
加
の
下
に
、
非
行
の
 

原
因
、
非
行
防
止
の
方
策
等
の
研
究
を
 

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
 

防
止
の
た
め
に
地
域
の
方
々
が
集
ま
り
、
 

子
ど
も
の
嫉
や
家
庭
教
育
の
あ
り
方
、
 

地
域
環
境
の
浄
化
な
ど
に
つ
い
て
話
し
 

合
う
非
行
防
止
ミ
ニ
集
会
も
計
画
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

な
お
、
田
川
区
保
護
司
会
に
お
き
ま
 

し
て
も
七
月
ニ
十
五
日
土
ー
 

一
時
か
ら
 

方
城
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
講
演
会
 

と
映
写
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
又
、
そ
の
ほ
か
に
児
童
生
徒
 

に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
展
等
諸
種
の
催
し
を
 

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
進
ん
で
町
民
 

各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

金
田
町
保
護
司
会
 

【
非
行
に
悩
ん
で
い
る
 

家
庭
の
人
々
の
相
談
日
】
 

▽
と
き
 
7
月
 12 

日
（
木
）
 

午
前
 10 

時
ー
 15 

時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
方
城
町
公
民
館
 

▽
相
談
委
員
 
田
川
児
童
相
談
所
長
 

並
び
に
荒
木
千
代
相
談
委
貝
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優
秀
作
品
に
桑
野
博
明
さ
ん
 

鯖
「
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
 

六
月
十
五
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら
町
 

民
会
館
に
お
い
て
会
員
八
名
が
出
席
し
 

モ
ノ
ク
ロ
七
点
、
カ
ラ
ー
九
十
一
点
の
 

作
品
の
合
評
を
し
た
。
 

〈
今
月
の
優
秀
作
家
〉
 

一
席
コ
P
塚
栄
太
郎
」
 

二
席
「
桑
野
 

博
明
」
 

三
席
「
三
宅
嘉
一
」
 

四
席
 

「
太
田
勝
正
」
 

五
席
「
岡
部
日
出
朗
 

」
 

（評） 
今
月
は
桑
野
さ
ん
の
「
さ
ぎ
」
で
す
 

100 

90-

80-

70-

60-

50
- 10 

80-

30-

20-

10-

年齢階級別最大・最少血圧区分 

さん 明
 

博
 

野
 

桑
 

J
 

ぎ
 

さ
 

一
 

が
、
撮
り
に
く
い
被
写
体
を
良
く
粘
っ
 

て
写
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

バ
ッ
ク
の
ボ
ケ
を
っ
ま
く
利
用
し
て
 

「
さ
ぎ
」
が
手
前
に
浮
き
出
し
て
力
強
 

く
感
じ
さ
せ
る
の
は
、
さ
す
が
に
ベ
テ
 

ラ
ン
で
す
ね
。
 

こ
れ
か
ら
先
、
こ
の
作
品
を
も
っ
と
 

向
上
さ
せ
る
に
は
「
さ
ぎ
」
が
飛
び
立
 

つ
瞬
間
と
か
、
羽
ば
た
い
て
い
る
時
な
 

ど
を
撮
す
と
も
っ
と
力
強
さ
が
出
る
の
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

（
早
谷
）
 

ノ
 

高
血
圧
を
 

防
ご
う
 
ー
●
ー
 

血
圧
と
は
 

心
臓
か
ら
流
れ
出
た
血
液
が
、
血
管
 

壁
に
お
よ
ぽ
す
圧
力
の
こ
と
を
血
圧
と
 

い
い
ま
す
。
 

心
臓
が
収
縮
し
て
血
液
が
動
脈
内
に
 

お
し
出
さ
れ
た
と
き
最
高
と
な
り
、
こ
 

れ
を
最
高
血
圧
あ
る
い
は
収
縮
期
血
圧
 

と
よ
び
ま
す
。
ま
た
心
臓
が
拡
張
し
た
 

と
き
血
圧
は
最
低
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
 

を
最
低
血
圧
あ
る
い
は
拡
張
期
血
圧
と
 

よ
び
ま
す
。
 

●
高
血
圧
の
判
定
 

高
血
圧
の
判
定
は
、
学
者
に
よ
っ
て
 

い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
W
H
 

0

（
世
界
保
健
機
関
）
の
判
定
基
準
に
 

よ
れ
ば
、
最
高
血
圧
一
六
〇
い
以
上
あ
 

る
い
は
、
最
低
血
圧
九
五
ミ
リ
以
上
タ
告
同
 

一
 

器峻 

一 

I弘 1；臨 

一
 

: 

高
血
圧
 

一
境
界
域
 

.
 

o 
01 

血
圧
と
し
て
い
ま
す
タ
ま
た
正
常
な
血
 

圧
値
は
、
最
高
血
圧
一
四
〇
，
f
未
満
お
 

よ
び
最
低
血
圧
九
〇
い
未
満
を
い
い
、
 

そ
の
中
間
の
血
圧
を
境
界
域
高
血
圧
と
 

し
て
い
ま
す
。
 

●
高
血
圧
は
な
ぜ
こ
わ
い
 

高
血
圧
を
な
が
く
放
置
し
て
い
る
と
 

次
の
よ
う
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
 

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

①
脳
卒
中
 

脳
女
雷
ー
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
、
脳
 

出
血
と
脳
硬
塞
と
が
あ
り
ま
す
が
、
高
 

血
圧
が
持
続
す
る
と
脳
の
細
動
脈
に
変
 

化
が
起
っ
て
、
血
管
の
壁
が
ボ
ロ
ボ
ロ
 

に
な
っ
た
り
、
小
さ
な
コ
ブ
が
で
き
、
 

こ
れ
が
破
れ
る
と
脳
出
血
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
高
血
圧
は
動
脈
硬
化
の
原
因
 

と
も
な
り
ま
す
の
で
、
狭
く
な
っ
た
血
 

管
壁
に
血
塊
な
ど
が
つ
ま
っ
て
脳
硬
塞
 

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
 

②
心
臓
疾
患
 

高
血
圧
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、
心
 

臓
か
ら
血
液
を
強
く
お
し
出
そ
う
と
す
 

る
た
め
に
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
、
心
 

臓
は
肥
大
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
心
 

筋
へ
栄
養
を
与
え
て
い
る
冠
状
動
脈
も
 

硬
化
タ
五
小
た
し
、
狭
心
症
や
心
筋
硬
塞
 

の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。
 

曾
臓
疾
患
 

高
血
圧
の
持
続
は
腎
臓
の
細
動
脈
に
 

も
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
軽
い
症
状
 

で
は
、
蛋
白
尿
、
強
い
症
状
で
は
腎
硬
 

化
症
、
腎
不
全
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
 

り
ま
す
。
 

役
場
国
保
係
 

夏休み

泳
ぐ
前
 

▼
食
後
す
ぐ
泳
ぐ
の
は
体
 

に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
少
 

な
く
と
も
、
二
時
間
く
ら
 

い
た
っ
て
か
ら
泳
い
で
く
 

だ
さ
い
。
 

▼
女
の
子
の
場
合
、
水
着
 

は
、
で
き
れ
ば
競
泳
用
の
 

も
の
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

ヒ
ラ
ヒ
ラ
の
つ
い
た
水
着
 

は
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
ひ
 

っ
か
け
た
り
す
る
の
で
危
 

険
で
す
。
 

▼
泳
ぐ
前
に
シ
ャ
ワ
ー
を
 

頭
か
ら
た
っ
ぷ
り
あ
び
、
冷
た
い
水
に
 

皮
膚
を
な
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
 

、

、

、

 

い
 

苓
 

▼
準
備
運
動
に
は
、
少
な
く
て
も
五
分
 

は
か
け
て
、
手
足
の
筋
肉
や
関
節
を
柔
 

ら
か
く
し
て
か
ら
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

第
一
期
分
の
保
険
料
は
 

納
め
ら
れ
ま
し
た
か
 

四
月
、
五
月
、
六
月
分
の
国
民
年
金
 

保
険
料
は
七
月
末
ま
で
に
納
め
て
い
た
 

だ
く
よ
っ
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

お
忘
れ
な
く
納
め
ら
れ
ま
し
た
か
。
 

こ
の
四
月
か
ら
保
険
料
が
月
額
三
千
 

三
百
円
（
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
 

人
は
三
千
七
百
円
）
に
改
定
さ
れ
て
い
 

ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
あ
と
 

で
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
大
 

変
負
担
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
 

を
受
け
る
要
件
と
し
て
、
主
に
最
近
の
 

保
険
料
が
納
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
 

間
わ
れ
ま
す
の
で
、
年
を
と
っ
て
か
ら
 

の
老
齢
」
皿
ム
皿
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
 

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
年
金
の
 

受
給
要
件
を
確
保
し
て
お
く
た
め
に
も
 

国
民
」
」
本
皿
の
保
険
料
は
必
ず
納
付
期
限
 

ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 役

場
年
金
係
 

令 

海
水
浴
に
行
＜
と
き
 

▼
海
水
浴
の
前
日
は
、
子
供
た
ち
は
興
 

奮
し
て
な
か
な
か
眠
ら
な
い
も
の
で
す
。
 

睡
眠
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
 

て
く
だ
さ
い
。
 

▼
日
帰
り
で
海
水
浴
に
出
か
け
る
場
合
 

な
ど
、
朝
が
早
い
と
、
朝
食
も
食
べ
ず
 

に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
体
 

に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
早
目
に
起
き
て
、
 

朝
食
を
キ
チ
ン
と
食
べ
て
か
ら
出
か
け
 

ま
し
ょ
、
フ
。
 

▼
最
初
は
、
い
き
な
り
飛
び
込
ん
だ
り
 

し
な
い
で
、
脚
、
手
、
体
と
徐
々
に
水
 

に
入
り
ま
し
ょ
う
。
 

▼
楽
し
さ
の
あ
ま
り
、
時
間
を
忘
れ
て
 

泳
ぎ
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
 

す
が
、
十
五
ー
二
十
分
を
メ
ド
に
海
か
 

ら
上
が
り
、
ゆ
っ
く
り
休
み
な
が
ら
海
 

水
浴
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
 

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
I
一IIII
一IIII
一IIII
一II
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
 

映

画

鑑

賞

 の
 
タ
 
べ
 

赤
池
町
と
解
放
同
盟
赤
池
連
協
で
は
 

国
際
児
童
年
に
ち
な
み
、
青
少
年
の
た
 

め
の
優
良
映
画
会
を
次
の
と
お
り
開
催
 

い
た
し
ま
す
。
お
子
様
、
ご
父
兄
お
そ
 

ろ
い
で
鑑
賞
下
さ
い
。
 

な
お
、
解
同
赤
池
連
協
で
は
解
放
運
 

動
の
ー
つ
と
し
て
、
人
権
と
平
和
の
課
 

題
と
部
落
解
放
を
結
合
し
、
国
際
人
権
 

規
約
、
国
際
児
童
年
の
取
り
組
み
具
体
 

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

▼
上
映
場
所
 

赤
池
町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
大
ホ
ー
ル
 

砂
漠
の
 
冒
険
 

ゆ
カ
 

な
ア
ン
カ
 

ま
ぼ
ろ
し
 

お
お
か
み
 

幻
 

の
 

狼
 

海

が

呼

ぶ

少

年

 

映

画

題

名

 

気大オこ 
と砂のの 
感漠少冒 

一動を年険 
コに突との 
ロあ破犬時 
ンふ、が代 
ビれ生、、 
アるきやわ 
映物抜けず 
画語〈っか 
、ン 勇〈8 

いフ動 
愛に物 
情、と 
をか人 
おか間 
I）わの 
込る友 
ん人情 
だ々を 
大のモ 
作優チ 
し1 

一
稽
山
？
微
撤
け
局
陶
ゆ
殊
r
の
 

一
熱
い
友
情
諭
濡
へ
7

ン
映
画
）
 

海白大 
のい海 
平イ原 
和ルに 
のカこ 

手たにだ 
塚めまま 
治にたし 
虫 がた 

っホ 
原 てラ 
作 貝 

」

レ

ー

 

八
月
二
十
五
日
（
土
曜
日
）
 

午
後
三
時
か
ら
 

八
月
四
日
（
土
曜
日
）
 

午
後
三
時
か
ら
 

七
月
二
十
八
日
（
土
曜
日
）
 

午
後
三
時
か
ら
 

七
月
十
四
日
（
土
曜
日
）
 

午
後
三
時
か
ら
 

上
 
映
 

日
 
時
 

回収区域 日 程表 

9 

9 

月 日 曜日 時 間 収 集 区 域 

7月10日 火 午後から 上ノ原、板屋、赤池団地 

11日 水
 

ガ 
東組、中組、西組、岩屋組、下町、 

職安住宅 

12日 木 ガ 稲荷町、昭和町、大和町、本町 

13日 金 ガ 車道、徳人原、暁町 

15日 日
 

午前から 
貴船、旭ケ丘、高尾、寿町、町営伏原 

伏原1-4 丁目、下高尾、下桜 

16日 月
 

午後から 
南町、南町団地、県営伏原、伏原4 、 

西町、下西町 

17日 火
 

F, 
中町、北町、東町、西ケ丘、上桜、 

下桜、小藤団地 

18日 水 r 松本町、新町、朝日町、猿畑、猿田 

19日 木 ガ 大字市場のうち 8の1-5 

20日 金
 

午前から 
大字市場のうち 6区、7区 

板取、山崎、中里、上里、大谷 

21日 日 ガ その他の上野地区 

⑧ 1 ，午前からは、午前8時から 

午後からは、正午からの予定です。 

2，雨天も実施の予定です。 

、
粗
大
ゴ
ミ
 

／ 

諏
夢
の
収
集
 

ゴ
ミ
収
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
日
 

頃
か
ら
ご
協
力
を
深
く
感
謝
し
ま
す
。
 

粗
大
ゴ
ミ
（
大
型
ゴ
ミ
）
は
次
の
日
 

程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
一
段
の
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
回
収
場
所
は
平
 

日
の
ゴ
ミ
回
収
場
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
粗
大
ゴ
ミ
は
場
所
を
要
す
る
 

と
思
い
ま
す
の
で
、
当
日
収
集
前
に
出
 

し
て
交
通
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
、
特
 

に
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

※
と
き
 
7
月
 10 

日
ー
 21 

日
ま
で
の
間
 

※
ゴ
ミ
の
種
類
 
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
 

ミ
シ
ン
、
タ
ン
ス
、
自
転
車
、
イ
ス
、
 

タ
タ
ミ
、
机
、
そ
の
他
大
型
ゴ
ミ
に
 

属
す
る
も
の
。
 

ゴミはポリ袋に・・・ 

家庭用ゴミは必ずポリ袋に入れて 

収集日に出すようにしましょう。 

ノポリ袋は役場衛生係で、、 

、1枚7円でおわlナしますノ 

ー役場衛生係― 

国民健康保険税 

納め忘れている人は、 

今すぐに納税を 

みんなの医療費に使わ 

れる大切な税金です。 



回
 

昭和54年7月1目 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

昭和54年7月1日 第198号 け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

(7） 第198り Iム 報 あ か い 

エンゼルクイズ 

【第35回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、巨人に入団の江川卓選手。さて彼の背番 

号は？ 

④ 10番（B)20番（C)30番 

2 、人間の永久歯とはふつう何本？ 

④ 32本 ⑧38本 ＠)42本 

3 、電報を電話で打つとき、電話番号は何番？ 

④ 105番 ⑧115番 ⑥125番 

4 、出生届は何日以内にすませなければいけ 

ない？ 

④7日以内 ⑧10日以内 ⑥14日以内 

5 、消防庁はどこのお役所の管轄下にある？ 

④自治省 ⑧建設省 ⑥運輸省 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、7月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

ン例 問題lB 問題2 B 問題3 C 

【第34回の解答】 

1 ④ 2 ⑥ 3 ④ 4 ⑧ 5 ⑥ 

【正解者】 

今回の応募総数16通のうち、正解者はあり 

ませんでした。 

※今回の主なあやまりは、問1の⑧メスと解 

答された方が多く、正解は④ォスでした。 

まち 

の
 

一 芸
 

文
 

肯
 

石
 

庵
 一

 

直
方
の
感
田
も
奥
ま
っ
た
山
裾
に
菖
 

蒲
の
主
と
し
て
庵
を
結
び
、
優
雅
に
老
 

後
を
過
ご
す
ご
夫
婦
が
い
る
。
お
訪
ね
 

す
る
の
は
確
か
今
年
で
三
シ
ー
ズ
ン
目
 

と
記
憶
し
て
い
る
。
 

菖
蒲
は
古
く
王
女
朝
の
昔
か
ら
日
本
 

人
に
親
し
ま
れ
、
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
 

花
で
、
今
日
で
も
多
く
の
人
々
に
賞
で
 

ら
れ
、
中
で
も
女
性
の
心
を
捉
え
て
離
 

さ
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
 

先
般
も
和
服
の
刀
自
、
数
名
が
訪
ず
 

れ
て
い
る
の
に
行
き
会
っ
た
次
第
で
あ
 

る
。
扱
て
庵
主
が
申
さ
れ
る
に
は
、
菖
 

蒲
は
日
本
に
は
約
二
百
種
ほ
ど
あ
っ
て
、
 

当
庵
に
も
凡
そ
そ
れ
に
近
い
種
類
が
あ
 

る
と
か
、
一
見
に
価
す
る
。
庵
主
は
や
 

や
人
恋
し
気
で
訪
ず
れ
る
人
々
に
あ
れ
 

こ
れ
纏
蓄
を
被
露
し
て
面
白
い
人
で
あ
 

る
。
気
に
入
れ
ば
手
づ
く
り
の
杏
酒
を
 

振
舞
い
、
景
訊
を
払
え
と
親
切
で
あ
る
。
 

●
配
慮
と
は
雪
の
下
に
も
菖
蒲
園
 

ゆ
き
の
し
た
 

●
鴨
足
草
庭
の
端
正
妨
げ
ず
 

●
菖
蒲
田
の
要
に
肥
後
の
早
咲
き
を
 

●
梅
雨
を
呼
ぶ
彩
と
し
菖
蒲
咲
き
初
め
 

ー
 

／、 

●
肥
後
菖
蒲
幽
艶
に
石
端
正
に
 

●
菖
蒲
園
見
頃
杏
も
よ
く
熟
れ
て
 

●
緑
摘
む
こ
と
も
菖
蒲
を
待
つ
心
 

●
魁
け
て
磯
の
嵐
の
白
菖
蒲
 

●
山
も
、
の
日
工
吸
れ
の
実
を
落
す
 

以
上
は
同
行
の
作
者
の
句
で
あ
る
。
 

●
ち
ょ
っ
と
こ
い
だ
ら
し
な
く
暗
き
暑
 

●
ぐ
日
」
よ
 

●
タ
べ
早
や
霧
の
気
配
の
河
鹿
川
 

●
渓
流
の
趣
と
し
て
タ
河
鹿
 

●
水
翠
き
と
こ
ろ
山
女
の
群
な
し
て
 

●
サ
ン
グ
ラ
ス
掛
け
旅
へ
出
る
表
情
に
 

●
菖
蒲
客
た
、
ず
む
と
い
ふ
こ
と
を
し
 

て
 

●
菖
蒲
客
お
の
ず
と
和
服
着
こ
な
し
て
 

●
花
容
き
り
、
と
名
を
も
江
戸
菖
蒲
 

一 

歩
 

悲
 

哀
 

（
上
野
常
福
）
 

松
葉
カ
ホ
ル
 

コ
ン
ク
リ
橋
、
あ
、
な
つ
か
し
い
名
 

前
だ
。
大
正
十
二
年
誕
生
、
私
は
八
歳
 

私
の
方
が
少
し
先
輩
ら
し
い
。
あ
ま
り
 

自
慢
に
は
な
ら
な
い
が
、
生
ま
れ
た
ば
 

か
り
の
橋
の
下
で
い
く
つ
か
の
輪
が
で
 

き
、
お
ど
り
さ
わ
い
だ
あ
の
思
い
出
、
 

あ
れ
か
ら
数
え
て
五
十
数
年
、
炭
坑
と
 

共
に
生
ま
れ
、
か
っ
て
の
炭
坑
マ
ン
達
 

が
朝
な
タ
な
に
何
十
回
、
何
百
回
、
い
 

や
何
千
回
、
何
万
回
と
行
き
来
し
た
で
 

あ
ろ
う
コ
ン
ク
リ
橋
。
 

『

、

ノ

 

. 

私
は
ず
い
分
、
長
い
こ
と
本
名
を
知
 

ら
な
か
っ
た
。
ふ
と
橋
柱
の
前
に
立
つ
。
 

赤
池
橋
と
い
う
字
が
目
に
飛
び
込
ん
だ
。
 

な
ー
ん
だ
、
コ
ン
ク
リ
橋
で
は
な
か
っ
 

た
の
か
。
コ
ン
ク
リ
で
で
き
て
い
る
か
 

ら
コ
ン
ク
リ
橋
か
、
私
は
苦
笑
し
た
。
 

当
時
は
、
見
事
な
姿
で
君
臨
し
た
も
の
 

だ
。
橋
上
に
立
つ
と
、
東
に
福
智
の
霊
 

峰
、
西
に
名
物
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
だ
が
 

も
う
そ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
姿
は
な
い
。
 

赤
池
と
上
野
を
む
す
ぶ
虹
の
か
け
橋
 

も
や
が
て
姿
を
消
す
で
あ
ろ
う
。
悠
然
 

と
構
え
た
上
野
橋
、
か
っ
て
の
コ
ン
ク
 

リ
橋
も
今
は
も
う
老
年
期
、
新
し
き
は
 

栄
え
、
古
き
は
滅
び
る
自
然
の
原
理
、
 

炭
坑
と
共
に
生
ま
れ
、
炭
坑
と
共
に
栄
 

え
共
に
姿
を
消
す
で
あ
ろ
う
コ
ン
ク
リ
 

橋
、
五
十
年
の
歴
史
を
秘
め
て
生
涯
を
 

閉
じ
る
で
あ
ろ
う
コ
ン
ク
リ
橋
。
 

今
、
こ
の
所
に
悠
然
と
構
え
た
上
野
 

橋
が
や
が
て
壮
年
期
を
む
か
え
、
五
十
 

年
は
た
、
又
百
年
、
こ
の
大
橋
が
生
涯
 

を
閉
じ
る
時
、
世
の
中
は
如
何
に
変
貌
 

し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
？
。
 

梅
 
雨
 
あ
 
け
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

梅
雨
が
あ
け
る
と
空
は
ぬ
け
る
ほ
ど
 

高
く
、
真
夏
の
太
陽
は
ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
 

り
だ
す
。
 

水
に
し
っ
か
り
と
な
じ
ん
だ
苗
は
ず
 

ん
ず
ん
と
伸
び
て
、
緑
の
稲
の
波
う
つ
 

一
面
の
田
は
爽
快
そ
の
も
の
で
あ
る
。
 

あ
の
昔
風
の
重
み
の
あ
る
ワ
ラ
屋
根
 

型
の
大
き
な
農
家
が
、
戸
を
あ
け
放
っ
 

て
広
々
と
し
た
座
敷
の
見
え
る
の
も
、
 

今
の
新
し
い
建
物
と
は
ち
が
っ
た
夏
の
 

農
村
の
気
持
ち
の
よ
い
風
景
で
あ
る
。
 

人
さ
ま
に
笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
年
 

よ
リ
の
昔
風
の
わ
た
し
に
は
、
今
日
の
 

便
利
さ
の
冷
房
は
と
ん
と
好
き
に
な
れ
 

な
い
。
・
や
は
り
扇
風
機
や
団
扇
の
方
が
 

体
に
あ
っ
て
よ
い
。
 

世
代
は
進
む
が
、
今
の
わ
た
し
の
境
 

遇
で
は
そ
れ
で
十
分
だ
。
病
人
な
ら
又
 

別
だ
が
、
あ
ま
り
に
甘
え
る
べ
き
で
は
 

な
い
と
思
う
。
先
ず
、
こ
の
一
夏
も
耐
 

え
抜
い
て
暑
さ
を
し
の
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

裸
天
国
と
い
う
が
、
風
通
し
の
い
い
室
 

で
気
兼
ね
の
い
ら
ぬ
越
中
一
枚
、
団
扇
 

片
手
の
大
平
楽
が
一
番
と
い
う
こ
と
で
 

も
あ
る
。
 

●
ひ
と
す
じ
の
風
そ
よ
ぎ
ゆ
く
青
田
波
 

●
連
吟
の
謡
の
ひ
び
き
夏
館
 

●
軒
端
よ
り
虹
た
ち
に
け
る
山
家
か
な
 

●
上
機
嫌
主
の
団
扇
は
た
は
た
と
 

●
ひ
と
杓
を
や
る
釣
り
忍
ぶ
タ
影
に
 

風
が
植
物
を
育
て
る
 
②
 

（
赤
池
下
町
）
 

中
村
 
市
郎
 

風
は
空
気
の
流
動
、
植
物
の
育
成
に
 

（
必
要
な
こ
と
の
ひ
と
つ
に
空
気
の
流
動
 

j
) 

j
ノ 

が
あ
り
ま
す
。
空
気
の
動
き
の
強
い
の
 

は
風
で
す
が
、
風
と
感
じ
な
い
わ
ず
か
 

な
空
気
の
動
き
が
植
物
の
育
成
に
大
き
 

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
 

強
い
風
で
は
植
物
は
い
た
み
、
逆
に
 

空
気
の
流
通
が
悪
い
と
病
気
や
害
虫
の
 

発
生
が
し
や
す
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
 

天
候
の
変
化
は
低
い
気
圧
の
所
か
ら
 

高
い
気
圧
の
所
へ
空
気
が
動
く
こ
と
に
 

よ
っ
て
起
り
ま
す
が
、
空
気
の
動
き
は
 

気
圧
の
差
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
表
の
 

凹
凸
や
、
樹
木
、
建
築
物
、
そ
し
て
温
 

度
差
な
ど
に
よ
っ
て
も
起
り
ま
す
。
 

空
気
を
動
か
す
の
が
栽
培
の
ポ
イ
ン
 

ト
。
湿
っ
た
空
気
が
動
か
な
い
と
病
気
 

や
害
虫
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
か
ら
、
 

植
物
の
栽
培
に
は
空
気
を
動
か
す
工
夫
 

が
必
要
で
す
。
暑
く
て
も
風
が
あ
れ
ば
 

植
物
も
人
間
と
同
様
に
涼
し
く
感
じ
、
 

育
成
が
よ
く
な
り
ま
す
。
寒
い
風
の
吹
 

き
つ
け
る
所
で
は
、
植
物
は
そ
の
時
の
 

温
度
よ
り
も
低
温
の
害
を
う
け
ま
す
。
 

防
風
と
い
う
こ
と
は
、
風
を
当
て
な
 

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
風
を
和
ら
げ
 

る
こ
と
と
考
え
る
と
よ
い
わ
け
で
す
。
 

通
風
の
悪
い
時
に
庭
木
に
は
、
ウ
ド
 

ン
コ
病
や
ス
ス
病
な
ど
が
多
発
し
ま
す
。
 

ス
ス
病
は
貝
殻
虫
や
ハ
ダ
ニ
の
フ
ン
か
 

ら
起
り
ま
す
。
生
垣
や
庭
木
の
枝
の
こ
 

ん
で
い
る
所
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
枝
 

を
す
か
し
、
通
風
を
は
か
り
、
薬
剤
散
 

布
を
し
て
防
除
に
努
め
ま
す
。
 

つ
 
づ
 
く
 

（
趣
味
の
園
芸
よ
り
）
 

業
 
業
 
業
 
業
 
業
 
業
 
業
 

J 

一

 

郵
便
局
よ
り
お
知
ら
せ
 

郵
便
貯
金
の
利
率
が
 

※
次
の
定
額
貯
金
を
お
持
ち
の
方
は
、
 

預
け
替
え
を
さ
れ
た
ほ
う
が
有
利
に
な
 

り
ま
す
。
証
書
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
 

え
、
8
月
 31 

日
ま
で
の
間
に
預
け
替
え
 

の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

●
 53 

年
4
月
 25 

日
か
ら
同
年
 11 

月
 30 

日
 

ま
で
に
お
預
け
に
な
っ
た
も
の
で
、
 

こ
れ
か
ら
お
お
む
ね
2
年
以
上
お
預
 

け
に
な
る
予
定
の
も
の
。
 

●
 53 

年
 12 

月
1
日
か
ら
本
年
5
月
6
日
 

ま
で
に
お
預
け
に
な
っ
た
も
の
。
 

※
次
の
定
額
貯
金
は
そ
の
ま
ま
お
預
け
 

に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
ほ
う
が
有
利
で
 

す
。
（
預
け
替
え
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
 

) 
、
 

！
つ
「
ロ
J

「I

コ
ー
カ
 
、
 

c
、
亡
ナ
！
‘
に
レ
 
フ
、
ら
 

あ
が
り
ま
し
た
 

●
 53 

年
4
月
 24 

日
以
前
に
お
預
け
に
な
 

っ
た
も
の
。
 

●
 53 

年
4
月
 25 

日
か
ら
同
年
 11 

月
 30 

日
 

ま
で
に
お
預
け
に
な
っ
た
も
の
で
、
 

こ
れ
か
ら
お
お
む
ね
2
年
以
内
に
払
 

い
戻
し
さ
れ
る
予
定
の
も
の
。
 

※
次
の
定
額
貯
金
は
預
け
替
え
の
取
扱
 

い
を
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

●
 53 

年
4
月
 24 

日
以
前
に
お
預
け
に
な
 

っ
た
も
の
。
 

●
財
形
定
額
貯
金
 

●
 54 

年
5
月
6
日
以
前
に
貸
付
け
を
受
 

け
、
同
年
5
月
7
日
現
在
に
お
い
て
 

弁
済
を
し
て
い
な
い
定
額
貯
金
。
 

▼
預
け
替
え
の
手
続
 

預
け
替
え
の
期
間
は
5
月
 14 

日
か
ら
 

8
月
 31 

日
ま
で
で
す
か
ら
、
こ
の
間
に
 

手
続
き
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。
こ
の
間
 

に
お
申
出
が
あ
れ
ば
、
 
54 

年
5
月
7
日
 

に
さ
か
の
ぽ
っ
て
預
け
替
え
を
し
た
も
 

の
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
期
間
 

中
の
お
つ
い
で
の
時
に
証
書
と
印
鑑
を
 

お
持
ち
の
う
え
、
お
申
出
下
さ
い
。
な
 

お
、
5
月
 14 

日
か
ら
当
分
の
間
は
窓
ロ
 

が
混
雑
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
 

で
、
し
ば
ら
く
日
に
ち
を
お
い
て
手
続
 

き
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

十
万
円
が
こ
ん
な
に
ふ
え
ま
す
 

定
額
貯
金
の
利
子
計
算
は
、
6
カ
月
 

ご
と
に
利
子
を
元
金
に
く
り
入
れ
て
い
 

く
「
半
年
複
利
計
算
」
で
す
か
ら
、
 
10 

万
円
が
こ
ん
な
に
ふ
え
て
い
き
ま
す
。
 

利
子
の
あ
が
っ
た
こ
の
機
会
に
、
ぜ
 

ひ
定
額
貯
金
へ
 

。 赤
池
郵
便
局
 

、ヲ 

J
 

お預け期間 利 回 り 元利合計金額 

1 年 年4.30% 104,295円 

2年 5.51 " 111,028 " 

3年 5.89 " 117,676 " 

5年 6.23 " 131,165 " 

7年 6.60 " 146,199 " 

10 年 7.20 " 172,042 " 

一，・・ー‘""“・・． 

，‘ー 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

ー
敬
称
略
ー
 

(7月の休館日〕 

2 日、 9 日、16日 

23日、30日 

〔演 芸 日〕 

1 日、5日、 8 日 

12日、15日、19日 

22日、26日、29日 

I 
王 

1 

〔福祉バス運行日〕 

1 日、 8 日、15日 

22日、29日 

〔仏教講演会〕 

13日金 午前11時 

金 金 金 金 金 金 金 金 

封
 
平
川
ミ
チ
子
（
市
場
）
 

封
 
山
末
 
キ
ソ
（
岩
屋
組
）
 

封
 
野
村
 

一
美
（
鋤
木
田
）
 

封
 
佐
々
木
徳
太
郎
（
昭
和
町
）
 

封
 
木
下
 
五
月
（
岩
屋
組
）
 

封
 
日
高
 
邦
夫
（
草
場
）
 

封
 
仲
島
 
義
章
（
方
城
町
）
 

封
 
池
田
 

晃
（
稲
荷
町
）
 

6
月
 19 

日

現

在

ー

 

〔
賛
助
会
費
〕
一
口
千
円
 

〇
谷
 

富
次
（
3

ロ
）
三
千
円
 

〔
寄
付
〕
 

〇
安
永
 
正
和
 
五
千
円
 

〇
伊
藤
キ
ク
エ
 

五
千
円
 

〇
寿
藤
会
双
葉
民
踊
会
 
二
万
円
 

〇
原
 
寿
美
子
 
二
十
万
円
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し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

ら せ 知
 

お
 

忘れないで心にとめて 

おきましょう。 

児
童
手
当
制
度
と
は
 

⑨
児
童
手
当
を
受
け
る
事
が
で
き
る
人
 

●
 18 

歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
主
査
育
 

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
1
人
以
上
 

が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
（
中
学
 

校
タ
量
I
業
す
る
ま
で
の
児
童
）
 

●
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
、
 
一
定
の
 

額
以
上
で
な
い
こ
と
。
 

⑥
支
給
額
 

●
3
人
以
上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順
 

に
数
え
て
3
人
目
以
降
で
あ
る
義
務
 

教
育
終
了
前
の
児
童
1
人
に
つ
き
月
 

額
五
千
円
（
た
だ
し
、
市
町
村
民
税
 

所
得
割
の
額
が
な
い
受
給
者
に
は
六
 

千
円
〔
 54 

年
 10 

月
以
降
は
六
千
五
百
 

円
〕
）
で
す
。
 

⑥
手
当
を
受
け
る
手
続
き
 

●
は
じ
め
て
児
」
異
チ
当
の
支
給
を
受
け
 

よ
つ
と
す
る
場
合
や
児
童
手
当
の
受
 

給
者
が
他
の
市
町
村
か
ら
赤
池
町
に
 

転
入
し
て
き
た
場
合
、
す
ぐ
に
児
童
 

手
当
認
定
請
求
書
を
役
場
福
祉
同
和
 

課
福
祉
係
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
公
務
貝
又
は
公
共
企
業
体
の
 

職
員
の
方
は
認
定
の
請
求
手
続
き
を
 

、り 

勤
め
先
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

田
川
商
工
会
議
所
 

簿
記
講
座
の
案
内
 

ー 

商
業
簿
記
基
礎
コ
ー
ス
ー
ー
 

▽
と
き
 

54 

年
7
月
 25 

日
王
疋
1
8
月
末
ま
で
 

の
 20 

日
間
、
午
後
6
時
1
8
時
ま
で
 

（
期
間
中
原
則
と
し
て
土
・
日
・
盆
 

は
休
日
と
し
ま
す
。
）
 

▽
受
講
料
 

五
、
〇
〇
〇
円
（
一
名
に
つ
き
）
 

▽
申
込
期
日
 

54 

年
7
月
 20 

日
 

※
申
込
書
は
商
工
会
議
所
に
準
備
し
て
 

お
り
ま
す
。
詳
細
は
お
間
い
合
わ
せ
 

下
さ
い
。
 

固
〇
九
四
七
四
1
ム
W
ー
三
一
五
〇
 

税
務
大
学
校
 

学
生
の
募
集
 

国
税
庁
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
 

税
務
大
学
校
普
通
科
生
の
募
集
を
次
の
 

と
お
り
行
い
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 

34 

年
4
月
2
日
ー
 37 

年
4
月
1

日
生
 

ま
れ
の
男
子
 

▽
採
用
時
期
 

55 

年
4
月
1
日
 

▽
第
一
次
試
験
 

54 

年
9
月
 30 

日
（
日
）
 

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
、
適
 

正
試
験
及
び
作
文
試
験
 、

、

ー

ノ

 

▽
採
用
時
期
 

55 

年
4
月
1
日
 

▽
採
用
予
定
人
員
 

九
州
で
約
百
九
十
名
 

▽
願
書
提
出
先
 

人
事
院
九
州
事
務
局
（
福
岡
市
博
多
 

区
博
多
駅
東
二
丁
目
十
一
ー
一
、
福
 

岡
合
同
庁
舎
内
）
 

▽
お
間
合
せ
先
 

人
事
院
九
州
事
務
局
 

固
〇
九
ニ
ー
四
三
一
ー
七
七
三
三
 

福
岡
国
税
局
 

固
〇
九
ニ
ー
四
一
一
ー
〇
〇
三
一
 

田
川
税
務
署
 

固
〇
九
四
七
四
・
ー
）
ー
〇
四
三
〇
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま
 

で
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

爪y
基
地
の
所
在
地
 
高
知
塁
伯
毛
市
和
 

田
字
池
田
山
三
九
五
三
番
地
・
字
御
 

堂
ケ
谷
五
九
二
番
地
（
 59 

基
 

●
届
出
期
限
 
7
月
 11 

日
 

●
届
出
先
 
宿
毛
市
役
所
生
活
環
境
課
 

（
高
知
県
価
毛
市
桜
町
二
番
地
一
）
 

固
〇
八
八
〇
六
・
太
回
ー
一
一
一
一
 

②
墓
地
の
所
在
地
 
熊
本
県
玉
名
郡
長
 

州
町
大
字
長
州
字
新
山
（
知
基
）
 

●
届
出
期
限
 
7
月
 31 

日
 

●
届
出
先
 
長
州
町
役
場
企
画
広
聴
課
 

（
熊
本
県
玉
名
郡
長
州
町
）
 

固
〇
九
六
八
七
・
ー
 
ー
三
一
一
一
 

《
叉
基
地
の
所
在
地
 
福
岡
県
三
池
郡
高
 

田
町
大
字
飯
江
字
八
龍
（
 12 

基） 

●
届
出
期
限
 
7
月
 31 

日
 

●
届
出
先
 
高
田
町
役
場
厚
生
課
（
福
 

岡
県
三
池
郡
高
田
町
大
字
濃
施
）
 

固
〇
九
四
四
二
・
人
）
ー
五
六
一
一
 

一
般
自
衛
官
（
第
二
次
）
募
集
 

第
二
次
（
七
ー
九
月
）
の
一
般
自
衛
 

官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
採
用
人
員
 
陸
上
5
名
・
海
上
2
名
 

・
航
空
3
名
（
7
月
）
、
陸
上
5
名
 

(8
月
）
、
陸
上
5
名
（
9
月） 

▽
受
験
資
格
 
満
 18 

ー
 25 

歳
未
満
男
子
 

▽
受
付
及
び
試
験
日
時
 

7
月
1
日
1
9
月
 20 

日
ま
で
 

志
願
の
つ
ど
指
定
 

▽
試
験
科
目
 
国
語
、
数
学
、
社
会
、
 

作
文
及
び
面
接
 

▽
初
任
給
 
八
五
、
八
〇
〇
円
（
衣
食
 

住
等
実
質
一
二
四
、
〇
〇
〇
円
）
 

自
衛
隊
航
空
学
生
 

一
般
曹
候
補
学
生
募
集
 

▽
採
用
人
員
③
航
空
学
生
航
空
要
員
 76 

名
 
海
上
要
員
 60 

名
 

③
一
般
曹
候
補
学
生
陸
上
要
員
伽
名
 

、
海
上
要
員
伽
名
、
航
空
要
貝
伽
名
 

▽
受
験
資
格
 

高
校
卒
業
者
等
（
 55 

年
 

3
月
卒
を
含
む
）
 
55 

年
4
月
1
日
現
 

在
 18 

歳
以
上
 20 

歳
未
満
 

▽
試
験
 
航
空
学
生
（
 10 

月
2

日
）
、
 

一
般
曹
候
補
学
生
（
 10 

月
7

日） 

▽
願
書
受
付
 
8
月
1
日
1
9
月
 26 

日
 

ノ
▽
願
書
提
出
及
び
問
合
せ
先
 

l

ノ
 

J
 

福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
出
張
所
（
飯
 

塚
市
横
田
同
胃
》
ー
四
八
四
七
）
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

交
通
事
故
加
害
者
及
び
被
害
者
の
手
 

軽
な
相
談
相
手
と
な
ら
れ
る
巡
回
交
通
 

事
故
相
談
が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
 

ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 

7
月
 11 

日
（
水
）
飯
塚
市
・
直
方
市
 

7
月
 25 

日
（
水
）
田
川
市
 

7
月
 27 

日
（
金
）
飯
塚
市
 

▽
と
こ
ろ
 

直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
〇
九
四
九
ニ
ー
）
ー
〇
五
五
〇
 

飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
〇
九
四
八
二
・
ふ
Y
ー
五
五
〇
〇
 

田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
〇
九
四
七
四
ー
田
ー
二
〇
〇
〇
 

節
水
の
ご
協
力
を
ク
 

今
年
も
厳
し
い
暑
さ
が
予
報
さ
れ
て
 

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
水
の
使
用
量
が
 

急
激
に
増
加
し
、
各
家
庭
に
給
水
し
て
 

い
る
水
の
量
が
不
足
し
断
水
等
の
恐
れ
 

が
あ
り
ま
す
。
 

道
路
、
屋
敷
内
等
の
散
水
は
さ
け
て
 

下
さ
い
。
炊
事
、
洗
濯
等
に
つ
い
て
も
 

極
力
節
水
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
 

ま
す
。
 

ま
た
、
水
道
管
の
漏
水
を
発
見
し
た
 

ら
、
役
場
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
 

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

J
 


